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設計課題「世代間の交流ができるコミュニティセンター」

Ⅰ．設計条件

この施設においては、高齢者から子供まで利用できるように生涯学習施設及び

子供のための保育・児童館機能を備え、世代間の交流ができるものとする。

氏　　　名

４．所要室
下表の室は、すべて計画する。なお、電気室、機械室以外の室は、１階又は２階に階宜

１．敷地及び周辺条件

①北側

②東側

③南側

④西側

は１箇所当たり５ｍまでできるものとする。

道路（幅員１５ｍ）を挟んで、商店街がある。

道路（幅員１２ｍ）を挟んで、公立小学校がある。

緑豊かな公園があり、景観は良好である。

一戸建住宅地がある。

（１）敷地の形状、高低差、接道条件、周辺状況等は、下図のとおりである。

（２）敷地は、道路及び隣地との高低差はないものとする。また、歩道の切り開き

床 面 積部門

６０㎡約 ・ イ ンターネッ ト 等を利用して 、様々な情報

受　験　番　号試　験　場

この課題は、ある地方都市の市街地にコミュニティセンターを計画するものである。

計画に当たっては、特に次のことが求められている。

①世代間のふれあいや交流が促進されるような「交流部門」を計画するとともに、

その「交流部門」を核として、各部門を適切に結びつけた計画とする。

また、各部門の利用時間にも配慮するものとする

等を設け、来館者が気軽に利用できる緑豊かで快適な外部空間を計画する。

②建築物との一体的な利用に配慮した庭園（以下「コミュニティガーデン」という。）

③主要な室については、自然採光、通風等に配慮した計画とする。

限度は６０％（特定行政庁が指定した角地における加算等を含む。）、容積率の

限度は２００％である。なお、日影についての特別の考慮はしなくてよいものとする。

（５）電気、ガス及び上下水道は、完備している。

（６）地盤は良好であり、杭打ちの必要はない。

（４）敷地は、第一種住居地域及び準防火地域に指定されている。また、建ぺい率の

（３）敷地の造成は、敷地の傾斜を有効に利用するため、最小限にとどめるものとする。

（７）地下水についての特別の配慮はしなくてよいものとする。

（８）気候は温暖で、積雪についての特別の配慮はしなくてよいものとする。

３．屋外施設

①コミュニティガーデン（まとまったスペースで２００㎡以上とし、ピロティ部分

は算入しない。）を地上に設ける。

（１）コミュニティガーデンは、次のとおり計画する。

②交流部門の「陽だまりラウンジ」と一体的に利用するものとする。

（２）幼児及び学童の遊び場（まとまったスペースで１００㎡以上とし、ピロティ部分

②エレベーターは、乗用１基（油圧式・１３人乗、かごの床面積は２．０９㎡

以上）を設ける。

①空気調和設備は、単一ダクト方式とする。

（５）設備については、次のとおりとする。

２．建築物
（１）ラーメン構造による鉄筋コンクリート造、地下１階、地上２階建とする。

なお、ピロティ、塔屋、バルコニー、屋外階段等については、床面積に算入し

（２）地下を除く床面積の合計は、２，２００㎡以上、２，６００㎡以下とする。

ないものとする。

（３）敷地の造成を最小限にとどめるため、１階の床にはレベル差を設けるものとす

（４）「高齢者、身体障害者等が円滑に利用できる特定建築物の促進に関する法律」

る。

に規定する次のａ～ｇの特定施設については、「利用円滑化誘導基準」を満たす

ものとする。

　　ａ　出入口　　　　ｂ　廊下等　　　　ｃ　階段　　　　ｄ　エレベーター　

　　ｅ　便所　　　　　　ｆ　駐車場　　　　ｇ　敷地内の通路
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③植栽を計画し、ベンチ、テーブル等の屋外ファニチャー、その他を設置し

て、安らぎのある空間となるようにする。

（３）駐車場は、平面駐車とし、車いす使用者用として１台分、サービス用として４

（５）ごみ置場（約１０㎡）を設ける。

（４）駐輪場は、来館者用として、２０台分（１台当たり０．５ｍ×２ｍ程度）を設ける。

は算入しない。）を地上に設ける。

台分設ける。

計画する。

室 名 備 　 考特 記 事 項

ラ ウ ン ジ

情 報 ラ ウ ン ジ

・ 生涯学習等における成果の発表や展示会等

２００㎡

適 宜ギ ャ ラ リ ー

の検索を行 う 。

・ 講演会 、パーテ ィ 、催し物等に利用する 。

・ 可動ステージを設ける 。
・ 天井高は 、 ５ ｍ以上とする 。

８０㎡約

約多 目 的 ホ ー ル

・ サウナ ・気泡風呂は、水着着用によ り男女

・多目的ホールに隣接させる 。

・ 午後７時以降は、酒及び軽食を提供する 。

・ コ ミ ュニテ ィ ガーデン と一体的に利用する 。

・ 囲碁 ・ 将棋 ・華道 ・ 茶道等に利用する和室

２４０㎡ ・ 料理、工芸、音楽に利用する室を ３室 （ 約

喫 茶 室

サ ウ ナ ・

に利用する 。

共用 と する 。

・ 厨房を設ける 。

・ 更衣室 （ 男女別 ） を設ける 。

１５０㎡約

計約
６ ０㎡／１室 ）設ける 。

を １室 （ 約 ６ ０ ㎡ ） 設ける 。

適 宜

・ それぞれ可動間仕切によ り 、 ２室 （ 約４ ０㎡

・ 各種講座等に利用する 。

倉 庫 適 宜（ １ ）

・ 趣味 ・ 娯楽室に隣接させる 。

・ 趣味 ・ 娯楽室に隣接させる 。

教 室

教 室

（ １ ）

（ ２ ）

８０㎡約

８０㎡約

生

涯

学

習

部

門
にする 。

／ １室 ） に分割して個別に利用できる よ う

８０㎡約陽 だ ま り ・ 来館者の交流の場 と な る よ う に配慮する 。

（ １ ）

（ １ ）

（ ２ ）

遊 戯 室

遊 戯 室

６０㎡約 ・ 幼児を対象 とする 。

・ 学童を対象 とする 。
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流
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門

子

供

部

門

図 書 コ ー ナ ー

・乳幼児のためのミルク 、軽食を作る 。

保 育 室 ６０㎡約 ・ 生涯学習部門等に来館する母親等のため
に 、乳幼児の一時保育を行 う 。

パ ン ト リ ー

パ ン ト リ ー（ ２ ）

約 ６０㎡

子 供 用 便 所

保 育 士 控 室 約 ３０㎡

・ 来館者の入退舘を管理でき る受付を設け

そ

の

他

適 宜 ・ 風除室を設け る 。

利用時間

は、午後

する 。

時迄と１０

利用時間

は、午後

する 。

７ 時迄と

ホ ー ル

エ ン ト ラ ン ス

事 務 室

気 泡 風 呂

講 師 控 室

約 ４０㎡

約 ４０㎡

約 ４０㎡医 務 室

適 宜倉 庫 （ ２ ）

適 宜倉 庫 （ ３ ）

・ 客席は可動式と し 、床は平たん とする 。

・ 各階に車いす使用者用便所を併設する 。
便 所 適 宜 ・各階に設ける 。

電 気 ・ 機 械 室 ２００㎡約 ・ 地下１階に設ける 。

（注）上記の床面積の合計（地下１階及び適宜を除く。）は、約１，３００㎡となる。

２．面積表
１ 階及び ２ 階の床面積並びにその合計を記入す る 。 なお 、 １ 階及び ２ 階の床面積に

ついては 、 その算定式 も 記入す る 。

する 。

下表によ り 、 所定の図面を作成し （ フ リ ーハン ド で も よい 。 ） 、 必要な事項を記入

図面及び縮尺 特 記 事 項

兼
配 置 図

１ 階平面図

１／２００

（１）

２ 階平面図
１／２００

（２）

１．要求図面

Ⅱ．要求図面等
設計製図答案用紙

て記入する 。

の定められた枠内 （ 寸法線は枠外で も よい 。 ） に 、 黒鉛筆を用い

Ｐ Ｓ と記入する 。

①建築物の主要寸法 （ 柱割り及び床面積計算に必要な程度 ） を記入する 。
②室名等を記入する 。
③ダク ト スペース 、パイプシャフ ト の位置を図示し 、それぞれＤ Ｓ ，

④ １階平面図兼配置図には、次のものを図示する 。
イ ．断面図の切断位置
ロ ．建築物の出入口
ハ．地階部分の位置 （ 点線で図示し 、床面積を記入する 。 ）
ニ ． ド ラ イエ リ アの位置 （ ある場合のみ ）
ホ ．駐車場 （ 台数を明示する 。 ）
ヘ ．自転車置場 （ 台数を明示する 。 ）

ト ． ごみ置場
チ ．通路 、植栽等

⑤ １階の主要な部分の床レベルを記入する 。 （ 記入例 ： １ Ｆ Ｌ－ ５ ０ ０ ）
⑥陽だま り ラ ウ ンジ 、 情報ラ ウ ンジ 、 多目的ホール 、 喫茶室 、 サウナ ・

保育室の床面積を記入する 。
気泡風呂、趣味・娯楽室、教室（ １ ） 、教室（ ２ ） 、遊戯室（ １ ） 、遊戯室（ ２ ） 、

⑦コ ミ ュ ニテ ィ ガーデンには面積を記入し 、 植栽 、 屋外フ ァ ニチャー 、
その他を詳細に図示する 。

⑧幼児及び学童の遊び場には面積を記入し 、 砂場 、 遊具等を図示する 。

⑩ ２ 階平面図には 、 吹抜け と な る部分 （ あ る場合のみ ） を図示する 。
⑨ ２ 階平面図には 、 １ 階の屋根 （ あ る場合のみ ） を図示する 。

１／２００
（３） 断 面 図 ①切断位置は 、南北方向と し 、多目的ホールまたは陽だま り ラ ウ ンジを含

断面 とする 。 なお 、 地下 １ 階については記入し な く て よい 。
むものと し 、建築物の立体構成 （ １階及び ２階 ） 及び屋根形状がわかる

②北側前面道路か らの建築物の高さ及び １ 階床高を記入する 。

する 。
③同一階において 、床レベルの異なる室または部分には 、 その寸法を記入

⑤は り 及びス ラブの断面を図示する 。
⑥建築物の周囲の地盤面を図示する 。

主要な室名を記入する 。
④階高、天井高 （ 多目的ホール又は陽だま り ラ ウンジ及び主要な室 ） 及び
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平成１２年度　１級建築士　設計製図本試験課題　「世代間の交流ができるコミュニティセンター」復元問題文

ｈ ｔ ｔ ｐ ： ／／１ ９ ｔ ｏ ｒ ｕ ｚ ｏ ． ｎ ｅ ｔ ／ ＊本課題は平成２１年１２月現在のバリアフリー法に従い、問題文を一部変更しています。２ ０ １ ０ １ ０ ２ ９

一級と るぞ！.Net からのお願い ：添削を希望される方はエスキース時間と作図時間を答案の右下に記入して下さい。

一級とるぞ！.Net


